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年
金

ニ
ュ
ー
ス

年
金

ニ
ュ
ー
ス

　

日
本
国
内
に
住
む
全
て
の
人
は
、

20
歳
に
な
っ
た
時
か
ら
国
民
年
金
の

被
保
険
者
と
な
り
、
保
険
料
の
納
付

が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
学

生
の
方
に
つ
い
て
は
、
本
人
の
申
請

に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ

る
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が
あ
り

ま
す
。

▼
対
象
と
な
る
方

　

大
学
、
短
期
大
学
、
高
等
学
校
、

専
修
学
校
な
ど
に
在
学
す
る
学
生
の
方

※
本
人
の
所
得
が
一
定
以
下
の
方
が

対
象
と
な
り
、
家
族
の
方
の
所
得
は

問
い
ま
せ
ん
。

▼
申
請
期
限(

平
成
20
年
度
分)

　

平
成
20
年
4
月
1
日

〜
平
成
21
年
4
月
30
日

※
平
成
19
年
度
の
学
生
納
付
特
例
の

申
請
書
の
申
請
期
限
は
、
平
成
20
年

4
月
30
日
ま
で
で
す
。
平
成
19
年
度

の
申
請
が
ま
だ
の
方
は
お
早
め
に
お

手
続
き
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

　

印
鑑
、
学
生
証
の
写
し
ま
た
は
在

学
証
明
書
、
本
人
以
外
で
同
一
世
帯

の
方
が
代
理
で
来
る
場
合
は
本
人
確

認
で
き
る
書
類(

免
許
証
な
ど)

※
別
世
帯
の
方
が
代
理
で
来
ら
れ
る

場
合
に
は
委
任
状
が
必
要
な
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

学
生
の
方
に
は
国
民
年
金
保
険
料
を

後
払
い
で
き
る
制
度
が
あ
り
ま
す

　

学
生
納
付
特
例
制
度
の
承
認
を
受

け
て
い
る
期
間
中
に
、
障
が
い
や
死

亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事
態
が
生
じ
た

場
合
は
、
障
が
い
の
状
態
に
応
じ
て

障
害
基
礎
年
金
が
、
遺
族(

子
の
あ

る
妻
や
子)

の
方
は
遺
族
基
礎
年
金

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
障
害
基
礎
年
金
及
び
遺
族
基
礎
年
金

　

を
受
給
す
る
た
め
の
条
件

●  

障
が
い
や
死
亡
と
い
っ
た
事
故
が

　

発
生
す
る
ま
で
の
国
民
年
金
の
加

　

入
期
間
の
2
／
3
以
上
の
期
間
の
納
付
、

　

免
除
又
は
猶
予
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

●  

事
故
の
直
前
の
１
年
間
に
保
険
料

　

の
未
納
の
な
い
こ
と
。

　

ま
た
、
学
生
納
付
特
例
の
承
認
を

受
け
た
期
間
は
、
将
来
受
け
る
年
金

の
受
給
資
格
期
間
に
参
入
さ
れ
ま
す

が
、
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
期
間
の
保
険
料
は
、
10
年
以
内

で
あ
れ
ば
古
い
期
間
か
ら
順
に
納
付

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

福
井
社
会
保
険
事
務
局 

敦
賀
事
務
所

☎
23
‐
９
９
０
２

　

町
住
民
安
全
課(

担
当
・
小
林)

☎
32
‐
６
７
０
３

　美浜町の皆さん、こんにちは。昨年 12 月から皆さ
ん方の仲間として、「ＮＰＯ法人はあとふる美浜ネット
ワーク」の事務局長を務めています田渕正人です。
　私たち「はあとふる美浜ネットワーク」では、「美浜が
好き」を合言葉に交流人口の拡大と地域振興を目的とし
た体験型観光 ( 特に教育旅行 ) の受け入れを行い、美
浜にある豊かな地域資源 ( 農林漁業･食文化･スポーツ
など ) を活用した体験プログラムと交流を通して美浜
の自然や文化、そして人情あふれる地域愛などの「美浜
の誇り」と「あたたかな心」を伝えたいと取り組んでい
ます。
　また、社会環境や観光ニーズの変化に伴い、都市と
農山漁村や地域文化を担う人々との交流感動体験が求
められています。
　このような中で、私たちの生き生きとした官民協働
の活動に対して大きな評価をいただき、平成 20年度
の「第 6回全国ほんもの体験フォーラム」がここ美浜町
をメイン会場として開催されることとなりました。

　来年 3月に全国の体験型観光関係者 (1,000 人を予
定 ) を招き、「ほんもの体験」を手段とした「町づくりと
活性化」について議論するとともに、美浜町を体験型観
光の適地として強くアピールし、幅広く
交流する機会にしたいと考えています。
　主役は皆さんです！ 美浜町の「熱い
メッセージ」を伝えましょう！

募集中　
● 民泊･ホームステイ受入家庭  ● 体験インストラクター
● コーディネーター (臨時職員 )
※ボランティアではありません。美浜に住んで ( 生ま
れて )良かったと思っている人が条件です。

～交流が人を動かし
　　　　　感動が人を変える～

「第6回全国ほんもの体験フォーラムinふくい」
来年3月、本町で開催決定！

ＮＰＯ法人はあとふる美浜
　　　　　　　　　ネットワーク　
　　　　　　事務局長　田渕 正人

※お問い合わせ先　ＮＰＯ法人 はあとふる美浜ネットワーク　☎32‐2222

〈田渕正人氏プロフィール〉
　滋賀県出身、丹生在住の49歳。大手旅行会社に25年間勤務し、
退社後、前々回のフォーラム (会場 :長崎県松浦市 )で事務局を務
める。以前からはあとふる体験を通じて本町と交流があったことか
ら、これまでの経験を生かして同ネットワークの事務局長に就任
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レ
イ
ク
の
丘

レ
イ
ク
ヒ
ル
ズ
美
方
病
院
便
り

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

レ
イ
ク
ヒ
ル
ズ
美
方
病
院 

☎
45
‐ 

１
１
３
１

4
月
の
整
形
外
科
の
診
療
は
、

2
日(

水)

・
3
日(
木)

4
日(

金)

・
9
日(

水)

10
日(

木)

・
14
日(

月)

16
日(

水)

・
17
日(

木)

18
日(

金)

・
23
日(

水)

24
日(

木)

・
28
日(

月)

30
日(

水)

に
行
い
ま
す
。

整
形
外
科
で
の

　
　

疾
患
と
治
療
に
つ
い
て

4
月
の
整
形
外
科
診
療
日

　

当
院
の
整
形
外
科
で
は
、
小
浜
病
院

の
整
形
外
科
医
師(
森
田･

川
口･

横
田･

尾
崎)

と
毎
週
水
曜
日
に
上
中
病
院
の

長
谷
医
師
が
診
察
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　

整
形
外
科
で
は
、
主
に
骨
、
関
節
、
靭
帯
、

筋
、
そ
し
て
脊
髄
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
神
経

を
主
体
と
し
た
疾
患
を
診
て
い
ま
す
。

　

最
近
の
高
齢
化
社
会
を
反
映
し
、年
々

受
診
さ
れ
る
方
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

特
に
関
節
疾
患
で
は
、
変
形
性
股
関
節

症
や
変
形
性
膝
関
節
症
、
半
月
損
傷
の

患
者
が
非
常
に
多
く
、
こ
れ
ら
に
対
し

当
院
で
は
、
関
節
内
注
射
や
リ
ハ
ビ
リ

療
法
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ど
う
し
て
も
痛
み
が
軽
減
し

な
い
場
合
や
日
常
生
活
に
支
障
が
あ
る

場
合
は
、
関
節
鏡
で
の
手
術
あ
る
い
は

人
工
関
節
置
換
術
を
行
っ
て
い
ま
す
。

人
工
関
節
置
換
術
は
年
々
手
術
が
改
良

さ
れ
手
術
後
の
経
過
も
良
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、
椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
な
ど
の
脊
髄

疾
患
に
対
し
内
服
加
療
、
各
種
ブ
ロ
ッ
ク

注
射
に
て
痛
み
の
軽
減
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

も
し
、
ご
興
味
が
あ
り
ま
し
た
ら
当

院
整
形
外
科
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

  

レ
イ
ク
ヒ
ル
ズ
美
方
病
院

　

整
形
外
科
医
師　

森
田　

正
次

　

昨
年
11
月
に
、
病
院
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
美
浜
町
、
若

狭
町
在
住
の
１
，
４
９
０
人
の
皆
様

か
ら
ご
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
貴
重
な
ご
意
見
を
賜

り
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
、
今
後
の

当
院
の
運
営
等
に
関
し
、
参
考
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
な
お
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に

つ
い
て
は
、
外
来
待
合
室
、
病
棟
食

堂
に
設
置
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。
今
後
と
も
当

院
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

  

レ
イ
ク
ヒ
ル
ズ
美
方
病 

院
長

西
尾　

宏
之

ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

国
税
専
門
官

　

人
事
院
・
国
税
庁
で
は
、
平
成
21
年

4
月
採
用
の
国
税
専
門
官
を
募
集
し
ま

す
。

●
受
験
資
格

・
昭
和
54
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
62
年

　

4
月
1
日
に
生
ま
れ
た
方

・
昭
和
62
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ

　

た
方
で
次
に
掲
げ
る
方

(1)
大
学
を
卒
業
し
た
方
及
び
平
成
21
年   

　

3
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る
見
込

　

み
の
方

(2)
人
事
院
が
(1)
に
掲
げ
る
方
と
同
等
の

　

資
格
が
あ
る
と
認
め
る
方

●
試
験
の
程
度

　

大
学
卒
業
程
度

●
受
験
申
込
受
付
期
間

　

4
月
1
日(

火)

〜
14
日(

月)

●
試
験
日

　

第
1
次
試
験　

6
月
15
日(

日)　

　

(

教
養
及
び
専
門
試
験)

●
最
終
合
格
発
表
日　

8
月
29
日(

金)

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

敦
賀
税
務
署　

総
務
課

　

☎
22
‐
９
２
６
５

募　

集

募　

集

「
特
定
住
宅
瑕か

し疵
担
保
責
任
の

    

履
行
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
」

　

 

が
施
行
さ
れ
ま
す

〈
建
設
業
者
・
宅
地
建
物

取
引
業
者
の
方
へ
〉

　
「
特
定
住
宅
瑕
疵
担
保
責
任
の
履
行
の

確
保
等
に
関
す
る
法
律
」
が
平
成
21
年

10
月
1
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
法
律
の
施
行
に
よ
り
、
新
築
住

宅
を
供
給
す
る
事
業
者
は
「
住
宅
の
品

質
確
保
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律(

住

宅
品
質
確
保
法)

で
定
め
ら
れ
た
瑕
疵

担
保
責
任(

構
造
耐
力
上
主
要
な
部
分

と
雨
水
の
浸
入
を
防
止
す
る
部
分
の
瑕

疵)

に
つ
い
て
10
年
間
無
償
で
修
補
等

を
行
う
責
任
を
果
た
す
為
に
、
必
要
な

資
力
を
、
あ
ら
か
じ
め
「
保
険
」
ま
た

は
「
供
託
」
に
よ
っ
て
確
保
す
る
こ
と

が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
す
。

　

平
成
21
年
10
月
1
日
以
降
に
引
き
渡

す
住
宅
は
保
険
か
供
託
が
必
要
で
す
。

　

特
に
保
険
は
、
工
事
中
に
検
査
を
行

う
た
め
、
着
工
前
の
申
し
込
み
が
必
要

で
す
。

瑕
疵
…
な
ん
ら
か
の
欠
点
や
欠
陥
が
あ

る
こ
と

〈
住
宅
を
購
入
さ
れ
る
方
へ
〉

　

平
成
21
年
10
月
1
日
以
降
に
引
き
渡

さ
れ
る
住
宅
を
購
入
す
る
際
に
は
、
そ

の
住
宅
が
き
ち
ん
と
保
険
や
供
託
の
措

置
が
と
ら
れ
て
い
る
か
忘
れ
ず
に
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

県
土
木
部
建
築
住
宅
課

　

☎
０
７
７
６
‐
20
‐
０
５
０
５
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町と敦賀警察署が連携･協力
公共工事及び指定管理者からの暴力団等の排除に合意

2
月
23
日
に
、「
ち
ょ
っ
と

考
え
よ
う
美
浜
の
ま
ち
づ
く

り
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
は
あ
と

ぴ
あ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
昨

年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
第

四
次
美
浜
町
総
合
振
興
計
画

に
基
づ
い
て
、
住
民
と
行
政

が
一
緒
に
な
っ
て
取
り
組
む

「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ

い
て
考
え
る
き
っ
か
け
作
り

の
た
め
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
は
じ
め
に

昇
秀
樹
氏(

名
城
大
学
都
市
情

報
学
部
教
授)

に
よ
る
「
人
口

減
少
時
代
と
共
存･

協
働
の
ま

ち
づ
く
り
」
と
題
し
た
講
演

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

2
月
26
日
に
、
町
と
敦
賀
警
察

署
に
よ
る
「
公
共
工
事
及
び
指
定

管
理
者
か
ら
の
暴
力
団
等
の
排
除

に
関
す
る
合
意
書
」
の
調
印
式
が

町
役
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
合
意
は
、
県
内
の
公
共

事
業
に
お
け
る
談
合
事
件
で
暴
力

団
関
係
者
の
関
与
が
明
る
み
に
出

た
こ
と
を
受
け
、
公
共
工
事
等
か

ら
暴
力
団
関
係
者
の
排
除
を
強
化

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
山
口
町
長

と
嶋
田
敦
賀
警
察
署
長
に
よ
り
取

り
交
さ
れ
ま
し
た
。

締
結
し
た
合
意
書
で
は
、
町
の

公
共
工
事
入
札
に
お
け
る
参
加
資

格
者
名
簿
の
作
成
時
や
指
定
管
理

者
の
選
定
な
ど
の
際
に
、
暴
力
団

関
係
者
が
含
ま
れ
て
い
な
い
か
な

ど
警
察
署
と
相
互
に
情
報
交
換
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

山
口
町
長
は
、「
合
意
に
よ
る
協

力
体
制
を
心
強
く
思
う
。
公
正
な

公
共
工
事
に
万
全
を
期
し
た
い
」

と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
山
口
町
長
や
昇
氏
、
ま

ち
づ
く
り
活
動
に
取
り
組
ま
れ
て
い

る
町
民
の
方
に
よ
る
「
美
浜
町
の
こ

れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
」
と
題
し

た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
住
民
や

行
政
、
専
門
家
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
視
点
か
ら
「
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い

て
の
意
見
が
出
さ
れ
、
会

場
に
集
ま
っ
た
人
た
ち
は
そ

れ
ぞ
れ
に
協
働
に
つ
い
て
の

認
識
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

美浜町子ども会卓球大会美浜町子ども会卓球大会
2
月
16
日
に
、
第
29
回
美
浜
町
子

ど
も
会
卓
球
大
会
が
町
総
合
体
育
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
、
町
内
各
地
区
か
ら
男

子
27
チ
ー
ム
、
女
子
21
チ
ー
ム
の
計

３
０
５
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
家
族
や
地
域
の

人
が
応
援
す
る
中
、
サ
ー
ブ
や
ス

マ
ッ
シ
ュ
な
ど
日
頃
の
練
習
の
成
果

を
発
揮
し
て
い
ま
し
た
。

大
会
結
果
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

男　子 女　子

優　勝 東四区タクトーズ 松　　原

準優勝 松　原 新庄女子

3　位
南市男子B FRIEND&SMILE～久々子～

啓成ボンバーズ 荒井A

住
民
と
行
政
に
よ
る
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
考
え
る

ち
ょ
っ
と
考
え
よ
う
美
浜
の
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム

ち
ょ
っ
と
考
え
よ
う
美
浜
の
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム

嶋田署長(左)と握手を交わす山口町長

パネルディスカッション
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2
月
下
旬
に
韓
国
で
開
催
さ
れ
た
「
第
8
回
ア
ジ
ア
マ
シ

ン
ロ
ー
イ
ン
グ
大
会
」
に
日
本
代
表
と
し
て
出
場
さ
れ
た
大

同
秀
憲
選
手(

関
西
電
力
美
浜
R
C･

木
野)

が
、
軽
量
級
ペ
ア

で
優
勝
、
リ
レ
ー
で
2
位
に
入
賞
さ
れ
、
3
月
5
日
に
町
役

場
で
報
告
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

2
つ
の
メ
ダ
ル
を
手
に
報
告
に
訪
れ
た
大
同
選
手
に
対

し
、
山
口
町
長
は
「
ボ
ー
ト
の
町
と
し
て
誇
ら
し
く
思
う
。

今
後
の
大
会
で
も
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
健
闘
を
称

え
ら
れ
ま
し
た
。

大
同
選
手
は
、「
個

人
戦
な
ど
の
タ
イ
ム

は
納
得
で
き
る
も
の

で
は
な
い
が
、
力
を

出
し
切
っ
て
、
大
会

を
楽
し
め
た
。
今
後

は
、
ボ
ー
ト
競
技
で

全
日
本
選
手
権
や
国

体
を
は
じ
め
、
4
年

後
の
ロ
ン
ド
ン
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
を
め
ざ
し

て
が
ん
ば
り
た
い
」

と
抱
負
を
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

3
月
1
日
に
、「
美
浜
町
男
女

共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
は

あ
と
ぴ
あ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
推
進
集

落
と
し
て
平
成
18
年
度
か
ら
男

女
共
同
参
画
の
積
極
的
な
活
動

に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
新
庄
区

の
推
進
員
の
皆
さ
ん
に
よ
る
実

践
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、「
み
は
ま
女
性
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
の
皆
さ
ん
に
よ
る

寸
劇
や
フ
ジ
テ
レ
ビ
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
の
笠
井
信
輔
氏
に
よ
る
啓

発
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
集
ま
っ
た
多
く
の

観
衆
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
催
し

を
通
し
て
、
男
女
共
同
参
画

に
つ
い
て
考
え
、
男
女
平
等

に
向
け
た
意
識
を
高
め
て
い

ま
し
た
。

男ひ
と

と
女ひ
と

が
尊
重
し
あ
え
る
社
会
を
め
ざ
し
て

美
浜
町
男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム

美
浜
町
男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム

大同秀憲選手
アジアマシンローイング大会
　　　　　　　　優勝報告会

大同秀憲選手
アジアマシンローイング大会
　　　　　　　　優勝報告会

3
月
15
日
に
、ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
が
町
総
合
体
育
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
、
誰
で
も
気
軽
に
楽
し

め
る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
紹
介
し
、
体

験
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
町
体
育

指
導
委
員
会
が
主
体
と
な
っ
て
毎
年
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
ユ
ニ
カ
ー
ル
や
キ
ン
ボ
ー

ル
の
ほ
か
に
、
大
好
評
の
ト
リ
プ
ル
ソ

フ
ト
バ
レ
ー
や
初
登
場
の
ス
ナ
ッ
グ
ゴ

ル
フ
も
行
わ
れ
、
参
加
し
た
大
勢
の
方

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で

汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

ニュースポーツ
フェスティバル

誰でも気軽に楽しめる！

左から大同選手、山口町長、森山監督

大会競技中の大同選手

新庄区の推進員さん
　　　による実践発表

みはま女性ネットワークによる寸劇

トリプルソフトバレー

スナッグゴルフ
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新
着
案
内

町立図書館　☎３２－００８３   E-mail : tosyokan@town.fukui-mihama.lg.jp
　開館時間　午前9時～午後5時（水曜日：午前9時～午後7時） 

図書館
だより

小　

説

上
岡
伸
雄

伊
藤
た
か
み

ロ
ー
ラ
ン
・
グ
ラ
フ

水
上　

勉

友
野
康
治

角
田
光
代

水
野
敬
也

有
川　

浩

小
川
一
水

道
尾
秀
介

石
田
衣
良

小
手
鞠
る
い

レ
イ
・
ブ
ラ
ッ
ド
ベ
リ

津
村
記
久
子

伊
集
院　

静

あ
さ
の
あ
つ
こ

山
田
悠
介

赤
川
次
郎

内
田
康
夫

東
川
篤
哉

服
部
真
澄

貴
志
祐
介

筒
井
康
隆

韓　

錫
圭

坂
東
眞
砂
子

山
本
一
力

平
岩
弓
枝

こ
の
風
に
ト
ラ
イ

フ
ラ
ミ
ン
ゴ
の
家

ハ
ッ
ピ
ー
デ
イ
ズ

日
本
の
戦
争

八
一
の
夏

福
袋

夢
を
か
な
え
る
ゾ
ウ

阪
急
電
車

妙
な
る
技
の
乙
女
た
ち

ラ
ッ
ト
マ
ン

親
指
の
恋
人

Ｗ
Ｉ
Ｓ
Ｈ

猫
の
パ
ジ
ャ
マ

カ
ソ
ウ
ス
キ
の
行
方

羊
の
目

ぬ
ば
た
ま

魔
界
の
塔

ド
ラ
キ
ュ
ラ
城
の
舞
踏
会

は
じ
め
て
の
小
説（
ミ
ス
テ
リ
ー
）

も
う
誘
拐
な
ん
て
し
な
い

エ
ク
サ
バ
イ
ト

新
世
界
よ
り　

上
・
下

ダ
ン
シ
ン
グ
・
ヴ
ァ
ニ
テ
ィ

日
本
か
ら「
北
」に
帰
っ
た
人
の
物
語

鬼
神
の
狂
乱

研
ぎ
師
太
吉

新
・
御
宿
か
わ
せ
み
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ミーちゃん
　　クラブ
ミーちゃん
　　クラブ

4月の休館日 7日(月)・14日(月)・20日(日)・21日(月)・28日(月)・29日(火･祝日)

ミーちゃんクラブ平成20年度会員募集！ミーちゃんクラブ平成20年度会員募集！
(こども図書館クラブ)(こども図書館クラブ) ミーちゃんクラブでは、図書館や本に

関するさまざまな活動を行っています。

▼
ミ
ー
ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ
で
は
、
お
は
な
し
会

や
行
事
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
参
加
さ
せ

て
も
ら
い
ま
し
た
。
秋
の
お
楽
し
み
会
と
ク

リ
ス
マ
ス
会
で
は
ベ
ル
の
演
奏
な
ど
、
と
て

も
い
い
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
か
ら
は
中
学
生
に
な
る
の
で
、
私
は

ミ
ー
ち
ゃ
ん
ク
ラ

ブ
を
卒
業
す
る
け

ど
、
ク
ラ
ブ
の
会

員
さ
ん
に
は
こ
れ

か
ら
も
が
ん
ば
っ

て
ほ
し
い
な
ぁ
と

思
い
ま
す
。

（
Ｒ･

Ｕ
）

● 

活
動
期
間

　

平
成
20
年
4
月
〜
平
成
21
年
3
月

● 

主
な
活
動
場
所　

町
立
図
書
館

● 

主
な
活
動
日

　

土
曜
日(

毎
月
1
〜
2
回)

及
び

　
　
　
　
　
　
　
　

夏
休
み
・
冬
休
み

● 

参
加
資
格　

　

本
や
物
語
、
図
書
館
が
大
好
き
な
町

内
の
小
学
5
・
6
年
生

● 

定
員　

20
人(

応
募
者
多
数
の
場
合
は

抽
選
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す)

● 

主
な
活
動
内
容

　

図
書
館
の
季
節

の
装
飾
、
「
耳
で

た
の
し
む
お
は
な

し
の
じ
か
ん
」
へ

の
参
加
、
夏
休
み

窓
口
体
験
、
工
作

教
室･

ク
リ
ス
マ

ス
会
の
お
手
伝
い

な
ど

● 
申
込
方
法　

図
書
館
の
窓
口
・
ま
た

　

は
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

● 

応
募
締
切　
　

4
月
11
日(

金)

● 

第
１
回
活
動

　

4
月
12
日(

土)
午
前
10
時
30
分
〜

　

ご
参
加
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

＊
平
成
20
年
度
に
活
躍
し
て

く
れ
る
ミ
ー
ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ
の

会
員
を
募
集
し
ま
す
！

楽
し
い
活
動
に

あ
な
た
も
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

▼
私
は
、
ミ
ー
ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ
に
あ
こ
が

れ
て
い
ま
し
た
。
図
書
館
の
行
事
に
参
加

す
る
と
、
ミ
ー
ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ
の
会
員
の
人

た
ち
が
楽
し
そ
う
な
こ
と
を
た
く
さ
ん
し
て

い
た
か
ら
で
す
。
活
動
の
中
で
一
番
の
思
い

出
は
、
ベ
ル
の
演
奏
と
カ
ウ
ン
タ
ー(
窓
口)

体
験
で
す
。
ベ
ル
は
初
め
て
だ
っ
た
の
で
、

で
き
る
か
心
配
だ
っ
た
け
ど
し
っ
か
り
で

き
ま
し
た
。
カ
ウ

ン
タ
ー
で
の
活
動

も
、
初
め
て
で
ド

キ
ド
キ
し
た
け
ど

楽
し
く
で
き
ま
し

た
。
1
年
間
楽
し

く
活
動
で
き
ま
し

た
。
（
Ｃ･

Ｓ
）

平
成
19
年
度
に
活
躍
し
て
く
れ
た

会
員
の
感
想
を
ご
紹
介
し
ま
す
。


